
 MC2600/MC2700シリーズ
リリースノート

この度は、CentreCOM MC2600/MC2700 シリーズ製品をお買いあげいただき、誠にありが
とうございました。
このリリースノートは、付属のマニュアルに記載されていない内容や、ご使用の前にご理解
いただきたい注意点など、お客様に最新の情報をお知らせするものです。
最初にこのリリースノートをよくお読みになり、本製品を正しくご使用ください。

1     ファームウェアバージョン　1.1.0

2     本バージョンでの制限事項
ファームウェアバージョン 1.1.0には、以下の制限事項があります。

2.1      ループバック機能の予約設定について
モジュールが装着されていない、またはリンクが確立されていないポートにEnable Loopback 
Module コマンドを実行した場合、「Operation reserved.」または「Operation successful.」
と表示されますが、実際には設定は反映されません。ループバック機能の設定はリモートポー
トのリンクが確立されている場合のみ有効となります。モジュールのループバック機能を有
効にするためには、モジュールが正しく装着され、リンクが確立されている状態で Enable 
Loopback Module コマンドを実行してください。

2.2      特定のSFPモジュールのポート仕様表示について
特定のSFPモジュールを使用している場合、Show MC Port コマンドを実行した際にポート
の仕様が正しく表示されないことがあります。SFPモジュールの正しい情報は、Show MC 
Port SFP コマンドによって確認することができます。
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